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① わずか2か月間ではあるが，生活感情はかな り変化するのではないか。 それは，どのよ






なお，われわれの一連の研究でいう 「生活感情」 とは，次のよう な意味である。
一般に，生活においてかかわり をもっ様々な事柄に対する一般的で抽象的な態度体系を「生
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58 臼佐・水谷・石塚・木村：女子学生の生活感情の研究(I)
表1 対象者の入学志望別 ・所属学科別構成
よぶ三竺 大一学志望も学科も第 大科学は第一志志望学は第二 犬科学は第二志志望学は第一 一大一学τ’o士、せ三もE学科も第 言十 （%） 
家 政 系 134 39 42 75 290 ( 33. 0) 
美 体I 系 59 1 19 6 85 ( 9.7) 
体 育 系 77 6 19 5 107 ( 12. 2) 
教 育 系 193 。 66 14 273 ( 31. 0) 
看 護 系 61 11 1 4 77 ( 8.8) 
医療技術系r言か、 24 13 1 9 47 ( 5.3) 


















よ止とJ 全尺度合計 連帯一孤独 安定一不安定 充実一空虚
4 月 139. 49 (19. 15) 45. 48 (7. 16) 45. 87 ( 6. 59) 48. 14 (8. 26) 
6 月 139. 61 (20. 27) 46. 50 (7. 48) 45. 75 (6. 80) 47. 37(8. 49) 
平（6均月－値4の月）差 十0.13 +1.02 -0.13 -0.77 
相関係数 0.526 0.549 0.506 0.486 

























市＂－て イヒ 6月－4月 人数 （%）
i威 少 ～ 18 132 (15, 0 ) 
-17 ～ー11 88 (10. 0 ) 
-10 ～ －4 137 (15.6) 
不 変 - 3 ～＋ 3 158 (18. 0 ) 
+ 4 ～＋10 132 (15. 0 ) 
+11 ～十17 85 ( 9. 7 ) 
増 加 +18 ～ 147 (16. 7) 
言十 879 (100. 0) 
平均 値及び標準 偏差 +0.13 (19.18) 
表4 表2の平均値の差の検定
(4月時点） 連帯孤 独 充実一空虚
安定一不安定 N. S. P<. 001で有意
充実一空 虚 P< .001で有意
( 6月時点） 連帯一孤 独充 実一空 虚
安定不安定 P<. 01で有意 P<. 001で有意



















それが， 2か月後の 6月の時点では，減少した結果となっている（表2）。 つまり， 不刀アイ



































調＼＼査時入，'2学志＼望＼ 一大学志望も学科も第 学大科学（nは＝第7一二0)志志望 大科学（nは＝第1二志望 二大志学（n望も＝学l科も第主寸当ー与 4一8)，τじt、t三謂正
(n=548) 13) 
4 月 141, 72(19, 16) 135, 79 (16, 95) 137,70 (18,23) 133,26 (19. 70) 
6 月 141.03 (20,05) 135. 46 (21. 32) 138.78 (20. 10) 136 .41 (20, 33) 
平均値の 差 0.69 0.33 +L08 +3.15 ( 6月－4月
相関係数 0.539 0.400 0.494 0.538 
平均値の差の
検定結果｜ N. S, N. S. N. S. N. S, 
表6 表5の平均値の差の検定結果
月 時点） 大一学志望も学科も第 二大学志望も学科も第 大科学は第二志望学 は第一志望
大学は第一志望，学科は第二志望 P<. 01で有意 N. S. N. S. 
大学は第二志望，学科は第一志望 P<.05で有意 N. S. 
大学も学科も第二志望 P<. 001で有意
( 6 月時点） 大一志学望も学科も第 大一－一τd学七〉亡三も河豆学科も第 大学科は第二志望学は第一
大学は第一志望，学科は第二志望 P<.05で有意 N. S. N. S. 
大学は第二志望，学科は第一志望 N. S. N. S. 

















よ~ 大一志学（n望も＝学54科8)も第 大科学は第一志志望学は第二n=70) 大学科学（nは＝第14二一8)志志望 二大志学（n望も＝学11科3)も第
4 月 46. 28 (7. 00) 44. 57 (7. 06) 44. 45 (7. 11) 43.48 (7.45) 
6 月 47.03 (7.39) 44. 89 (7 .46) 46. 18 (7. 78) 45.33 (7.29) 
平（均値の 差） 
6月一4月 十0.75 +0.32 +1. 73 +1.85 
相関係数 0.548 0. 461 0.545 0.577 
平均疋値の差の
検 結果 P<. 05で有意 N. S. P<.01で有意 P<.01で有意
表B 安定一不安定尺度の入学志望別平均値及び標準偏差
ょ~ 大学J三r、：三も~学54科8)も第 大学科学（nはz第70一二）志望 大科学は第二志望 大二学志（n望も＝学11科3)も第学 は第一志望(n=l48) 
4 月 46.40 (6.53) 44.19 (5.49) 46. 08( 6.91) 44. 12( 6. 67) 
6 月 46. 04 (6. 70) 44. 36 (6. 81) 45.97 (6.99) 44. 89 (6. 93) 
平（均値の）差
6月－4月 -0.36 十0.17 0.11 +o. 77 
相関係数 0.518 0.344 0.513 0.493 
検平均定値の結差の果 N. S. N. S. N. S. N. S. 
表9 充実一空虚尺度の入学志望別平均値及び標準偏差
＼調＼査＼時J点入学＝＼志望＼ 大ペ学τtム（、n亡三もE＝学54科8)も第 大学はn土＝第7二一0)志志望 大学科（は第二一48志）望 二大学志（望nも＝学1科13)も第学科l 学は
n=l 
4 月 49. 05 (8. 26) 47. 03(7. 63) 47.17 (7. 77) 45. 66 (8. 61) 
6 月 47. 96 (8. 36) 46. 21 (9. 18) 46.64 (8.41) 46.19 (8. 56) 
平（均値の 差） 
6月 4月 1. 09 -0.82 -0.53 十0.53
相関係数 0.507 0.397 0.450 0.314 
平均疋値の差の

























医療技術系と低くなり，体育系が 130.3町：、最も低い（表10）。 いずれも中央値 120点を上まわる









立主！：体育系 医療（n＝技47術） 系 美術 系 家 政系 教育系 看 ＝護77)系(n=l07) (n = 85) (n=290) (n=27め
4 月 130. 30 (22. 40) 136. 79 (17. 64) 137. 65 (17. 42) 138. 32 (17. 37) 143. 47 (19. 20) 146. 18 (16. 97) 
6 月 136. 31 ( 20. 63) 130. 79 (21. 80) 135. 18 (21. 56) 139. 90 (18. 35) 142. 56 (19. 95) 142. 94 (22. 59) 
平（6均月値一の4月差） +6.01 -6.00 -2.47 +1.58 -0.91 -3.24 
相関係数 0.564 0.746 0.415 0.445 0.500 0.614 











主主主体育系 医療技術系 美術系 家 政系 教育系 看護 系(n=l07) =47) (n=85) (n=290) (n=273) (n=77) 
4 月 44. 19 (7 .45) 42 .85 (7 .23) 43 .25 (7 .07) 45 .44 ( 6 .86) 46 .73 (6 .86) 47 .01 (7 .53) 
6 月 46 .64 ( 6.55) 41.98 (7 .76) 43.56 (8.00) 46 .57 (6 .68) 47 .98 (7 .28) 46.75 (9.30) 
平（6均月値一4の月差） +2.45 0.87 +0.31 十1.13 +1.25 0.26 
相関係数 0.620 0.716 0.558 0 .461 0 .448 0.724 
平均値の差 P<. 001で有意 N. S. N. S. P<.01で有意 P<.01で有意 N. S. の検定結果
表12 安定 不安定尺度の所属学科別平均値及び標準偏差
式！体育系 医療（n＝技47術） 系 美術 系 家 政系 教 育 系 看護系(n='l07) (n=85) (n=290) (n=273) (n=77) 
4 月 42 .27 (7 .34) 45.23 (6.47) 45.76 (5.82) 45 .21 ( 6 .01) 47 .66 (6. 72) 47. 57(5 .32) 
6 月 44 .47 (7 .00) 43.77 (7.73) 45.00 (6.89) 45.53 (6.17) 46 .85 (6 .95) 46 .43 (6 .82) 
平（6均月値4の間差 +2.20 -1.46 -0.76 +0.32 -0.81 -1.14 
相関係数 0.438 0.752 0.554 0.443 0.501 0.535 
平検均値の差
の 定結果 P<.01で有意 N. S. N. S. N. S. N. S. N. S. 
表13 充実一空虚尺度の所属学科別平均値及び標準偏差
よs:体育系 医療（n＝技47術） 系 美 術 系 家 政系 教 育系 看護系(n=l07) (n=85) (n= (290 (n=273) (n=77) 
4 月 43.84 (9.90) 48.70 (7 .15) 48 .64 (7 .26) 47 .67 (7 .66) 49 .08 (8 .29) 51.60 (6 .87) 
6 月 45 .20 (9 .54) 45.04 (9.17) 46.61 (8.96) 47 .80 (7 .90) 47.73 (8.13) 49 .75 (8 .33) 
平（6均月値一4の月差） +1.36 3.66 2.03 +0.13 -1.35 -1.85 
相関係数 0.543 0.610 0 .516 0 .418 0 .481 0.448 
平均値定の差






























工γ」竺 品得（n点 群）① =148 平均得 点群②(n=l61 低得（n点 群）③ =139 
全 尺 度合計 -10. 69(17. 72) -0. 71 (16. 12) + 13. 86 (19. 76) 
連 帯ー孤 独 - 2. 01 ( 6. 16) 十0.90( 6.49) + 5. 01 ( 7.08) 
安 定 不安定 - 2. 93( 6. 46) -0 .19 ( 5. 26) 十 4.02 ( 7.53) 


















；三、立1増（n＝加147群）① 不（n＝変158群）⑦ 減（n＝少132群）③ 
4 月 124. 72 (18. 68) 140 .97 (17.15) 150 .44 (17. 66) 
全尺度合計
6 月 153.22 (16.46) 140.85 (17. 14) 120.54 (20.63) 
4 月 40 .56 ( 6.52) 45.92 ( 6.83) 49.05 ( 6.44) 
連帯ー孤独
6 月 50 .47 ( 6. 15) 46 .44 ( 7.00) 40.55 ( 7.87) 
4 月 41.94 ( 7. 38) 46.56 ( 6. 12) 49 .13 ( 6. 60) 
安定一不安定
6 月 49.71 ( 5.76) 46.56 ( 5.51) 40.38 ( 7.56) 
4 月 42 .22 ( 8. 35) 48 .49 ( 7.14) 52.27 ( 8.14) 
充実一空虚














尺 度 全尺度合計 連帯 孤独 安定不安定 充実空虚
女 子 学 生 全 体 -0.441 -0.458 -0.475 -0 .514 
大学も学科も第一志望 0 .461 -0.441 -0.471 -0 .495 
大学は第一志望，学科は第二志望 0.396 -0 .481 -0.442 -0.427 
入学志望
大学は第二志望，学科は第一志望 0.361 0.399 -0.497 -0.465 
大学も学科も第二志望 0 .455 -0.478 0 .474 一o.691
医療技 術系 -0 .534 -0 .551 -0.574 -0.507 
｛本 育 系 -0 .095 -0.296 -0 .128 -0 .210 
美 jf,j 系 -0 .205 -0.366 -0 .329 -0.376 
所属学科
家 政 系 -0.520 -0 .553 -0.510 -0 .573 
教 育 系 0 .444 0 .449 -0.474 0.546 
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57年度をも って定年退職される佐々木秀一教授の在職中にいただいたご指導に心から感謝を
申し上げ，先生の今後のご健康とご活躍をお祈りいた します。
